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１．新代表幹事あいさつ

このたび、代表幹事を務めることになりました。言うまでもなく、私にとり農問研は思

い入れの強い学会であり、多くのことを学んできました。

農業経済学関連学会で、名称に「問題」がつくのは本学会だけです。社会問題としての

農業問題（高地代・地価、低農産物価格・所得、耕作放棄、零細・分散・・・）の発生の

必然性とその構造、そしてその止揚の方向姓を地域農業の実態をふまえて、相互批判によ

り論理的に明らかにするところに、持ち味があると考えます。

農問研が発足した頃と今を比較すると、日本の食料自給率は半減し、農業問題はより深

刻化し、複雑となっています。また、それは食料・農村問題にも直接的に連動してきてい

ます。これらの問題構造を総合的に解明するには、実務者も含め、若手を中心としつつ、

まさに多様な研究者の参画が不可欠です。

農業問題研究の活性化のためには、何よりも大会と学会誌の充実が第一条件と考えます。

幹事会としても、この点は特に重視し、運営にあたります。個別報告の申し込み手続きを

簡略化し、新たに「調査研究」のジャンルを設け、また迅速な論文審査体制を構築しまし

た。

一人でも多くの方が、大会に足を運ばれ研究交流を深めていただき、また学会誌の充実

のためにご尽力をいただけますことをお願いし、略儀ながら、ご挨拶といたします。

（岐阜大学 荒井 聡）
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２．2012 年度春季大会が開催されました

2012 年３月 28 日（水）に、九州大学において 2012 年度春季大会が開催されました。大

会シンポジウムのテーマが『2010 年農林業センサス』の各種統計表が公開された直後とい

う状況にマッチしたこともあり、参加者 69 名、立ち見も出る盛会のうちに閉会しました。

３．2011 年度学会賞が決定しました

学会賞選考委員会における厳正な審査の結果、2012 年度総会において次ページの作品に

対し 2011 年度農業問題研究学会学術賞が授与されることに決まりました。

磯田宏・品川優著『政権交代と水田農業 ―米政策改革から戸別所得補償へ― 』、筑波

書房、2011 年３月。

なお、農業問題研究学会では 2012 年度も「農業問題研究学会賞」（学術賞・奨励賞）の

推薦を募集します。

会員の皆様は学会賞の選考対象を推薦することができます。多くのご推薦をお待ちして

おります。募集要項を同封いたしましたので、詳しくはそちらをご覧ください。特に、2011

年度の奨励賞は該当なしでしたので、若手会員の業績の推薦を頂けると幸いです。なお、

学会賞の推薦に当っては、学会ホームページに掲載しています学会賞表彰規程ならびに学

会賞表彰規程細則もご参照ください。

【日時】 2012 年３月 28 日（水） ９：30～17：30

【場所】 九州大学箱崎キャンパス 国際ホール

【大会テーマ】 近年の農業構造変化の特徴と展開方向

―2010 年センサスの分析から―

【座長】 橋詰 登（農林水産政策研究所）

【報告】 第１報告 家族経営の動向と特徴

―都府県水田農業における上層農家を中心に―

平林 光幸（農林水産政策研究所）

第２報告 「組織経営体」の展開と構造 ―都府県水田農業を中心に―

西川 邦夫（東京大学／日本学術振興会）

第３報告 北九州地域における構造変化と集落営農組織の実態

―佐賀県を事例に―

山口 和宏（福岡県立福岡農業高校）

【コメンテーター】 主として第１報告に対して 安藤 光義（東京大学）

〃 第２報告 〃 鈴村 源太郎（東京農業大学）

〃 第３報告 〃 小林 恒夫（佐賀大学）
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４．2012 年度秋季大会の概要について

2012 年度秋季大会の概要が決まりましたので、お知らせいたします。秋季大会では午前

の部において個別報告を実施いたします。今年度からは、個別報告の申請手続きを以前に

比べて大幅に簡素化しました。会員の皆様の積極的なご応募をお待ちしております。なお、

秋季大会の詳細な内容につきましては追ってご案内をお送りいたします。

【日時】 2012 年 11 月 23 日（金・勤労感謝の日）

【会場】 東京大学大学院農学生命科学研究科（弥生キャンパス）

【内容】 個別報告＋ミニシンポジウム

５．会員情報の更新及び会員名簿作成について

農業問題研究学会では、会員の皆様へのご連絡や郵送物が確実に届くように、また名誉

学会員制度の創設等のために、今年度中に会員情報の更新作業を行う予定にしております。

後日、会員情報の修正フォームをお送りいたしますので、ご協力ほどよろしくお願いいた

します。なお、更新された会員情報をもとに会員名簿を作成し、原則として会員の皆様に

配布する予定としております。

６．会員の新著をお知らせください

我が国の農業構造が大きく変貌を遂げている中で、農問研の基本的なスタンスである、

実態調査に基づいた構造分析・政策提言の意義はますます大きくなっています。

そこで、常任幹事会では現在、会員の皆様の最近２～３年の著書につきまして、ホーム

ページ上で紹介していくことを検討しております。対象となる会員の皆様におかれまして

は、事務局までご一報いただけると幸いです。また、今後新たに出版される場合もお知ら

せください。

７．50 周年記念出版本の寄贈について

50 周年記念出版事業として 2008 年 11 月に刊行された『現代の農業問題』全４巻につき

まして、会員の皆様には販売にご協力をいただきありがとうございました。

2012 年２月 29 日現在、在庫は第１巻 40 冊、第２巻０冊、第３巻 55 冊、第４巻 48 冊と

なっております。この２年は在庫数にほとんど変化はありません。また、2010 年度総会で

50 周年記念出版特別会計の終了も承認されております。よって、常任幹事会では在庫を大

学図書館等の公的機関に寄贈することを検討しております。会員の皆様におかれましては、

寄贈を希望する図書館等ありましたら事務局までご一報のほどよろしくお願いいたします。
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８．2012 年度常任幹事会の体制について

４月 28 日（土）に開催された第１回常任幹事会において、2012 年度の体制が下記のよ

うに決まりました。どうぞよろしくお願い申し上げます。

代表幹事 荒井 聡（岐阜大学）

編集委員会担当（編集委員長） 安藤 光義（東京大学）

学会賞担当（学会賞選考委員長） 橋詰 登（農林水産政策研究所）

大会企画担当 友田 滋夫（農村開発企画委員会）

大会事務担当 李 侖美（日本農業研究所）

事務局担当 大仲 克俊（ＪＣ総研）

庶務担当 西川 邦夫（東京大学／日本学術振興会）

９．2012 年度総会議事要旨

2012 年 3 月 28 日（水）に、九州大学において 2012 年度通常総会が開催されました。主

要な議事の内容は以下の通りです。

（１）報告事項

・2011 年度の大会開催状況、幹事会開催状況、常任幹事会開催状況等について報告があ

った。

・編集委員会の開催状況、会誌発行状況（２号発行）について報告があった。

・会員数とその増減について報告があった。

2011 年度期首：252 人 → 11 年度期末：257 人（入会者：７人、退会者：２人）

2012 年度期首：251 人（年度末大会者：５人、会員資格喪失者１人）

・会費納入状況について報告があった。

2011年度会費納入対象者257人のうち、189人が11年度分まで会費を納入済（73.5％）

長期滞納者は、５年分未納者９人、４年分未納者５人、３年分未納者 12 人

３年分未納者から学会誌の送付が停止することが確認された。

（２）承認事項

・2011 年度決算案について承認された。

・2012 年度幹事選出について、関東ブロックが１名欠員になることが承認された。

・2012 年度新体制（幹事会・編集委員会・会計監査）について承認された。

◆新幹事（24 名）

【北海道】 細山隆夫（北海道農業研究センター） 井上誠司（酪農学園大学）

【東北】 泉谷眞実（弘前大学） 冬木勝仁（東北大学） 津田渉（秋田県立大学）

【関東】 小林茂典（農林水産政策研究所） 安藤光義（東京大学）
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橋詰登（農林水産政策研究所） 李侖美（日本農業研究所）

山崎亮一（東京農工大学） 図司直也（法政大学）

神代英昭（宇都宮大学） 平林光幸（農林水産政策研究所）

大仲克俊（ＪＣ総研） 友田滋夫（農村開発企画委員会）

西川邦夫（東京大学／日本学術振興会） 欠員１

【北陸・中部】 加藤辰夫（福井県立大学） 荒井聡（岐阜大学）

【近畿】 松原豊彦（立命館大学） 大西敏夫（和歌山大学）

【中国・四国】 板橋衛（愛媛大学）

【九州・沖縄】 山浦陽一（大分大学） 渡辺克司（鹿児島国際大学）

→ 幹事承認後に第１回幹事会を開催し、幹事の互選により荒井聡氏（岐阜大学）

を代表幹事として選出した。

◆編集委員会関係

・新編集委員長（任期：2012 年度）

安藤光義（東京大学）

・新編集委員（任期：2012～14 年度）

大山利男（立教大学） 川手督也（日本大学）

◆会計監査 竹島久美子（東京大学大学院） 鈴村源太郎（東京農業大学）

（３）討議事項

・2012 年度の事業計画が承認された。

・2012 年度予算案が承認された。

・名誉会員制度の発足に伴う会則の一部改訂案と申し合わせ案が承認された。

10．農業経済学関連学会協議会からのお知らせ

日本学術会議では、2011 年 6 月 20 日に「提言 食料・農業・環境をめぐる北東アジア

の連携強化に向けて農業経済学分野における研究成果の評価について」を決定しました。

2012 年 3 月 30 日の農業経済学関連学会協議会において会員への周知を依頼されましたの

でお知らせいたします。農業問題研究学会ホームページ（http://rural-issues.sakura.ne.jp/）

に掲載しておりますので、ご参照ください。

【連絡先】農業問題研究学会事務局

TEL：03-5213-4330 FAX：03-5213-4331

（（財）農政調査委員会内 担当：佐藤・秋山）

E-mail：jimukyoku@noumonken.sakura.ne.jp


